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第4章 特別養護老人ホーム入所者の居室外行動

4-1は じめ に

1963年(昭 和38年)の 老人福祉法の制定に伴 い新設 され た特別養護老人ホー ム(以 下特

養 と略す)は,身 体 上 または精神 上著 しい障害があるため,常 時介護 を必要 とし居宅で こ

れ を受 けることが困難 な高齢者 を対象 とした措置施設 であ り,入 所 に際 し経済的要件 は問

われ ていない。つ ま り措置施設 であるに関わ らず,特 養 の利用に関 して経済的な要件 がは

ず され た の で あ る。

この こ とは老人福祉 法 の制 定 に伴 い,養 護 老人 ホー ム(以 下,養 護 と略す)が 生 活保 護

法 の養 老施 設 の移行 で あ り,そ の利 用 に は経 済的 要件 が重視 され てい るこ ととは対象的 で

あ り,「 高齢 者 に とって介護 を必 要 とす る状 況 は,経 済的 な状 況 で区別 で きる もの ではな

い こ とを明確 に示 した」Pの で あ る。 このた め,特 養 は老 人福祉 法 の理念 が具現化 した施

設 とい え るの であ る。

1995年(平 成7年)現 在,特 養 は全国 で3,201施 設,入 所 定員220,916人 の規模 で あ り,

この10年 間 の老人福祉 施 設数 の推移 を施設種別 にみれ ば,特 養 は著 しい増加趨 勢 を示 し,

特 に近 年 は毎年100施 設 のペ ー スで増 設 され てい る。

この よ うな量的整備 の進 行 状 況 の 中で,特 養 に関す る研 究 は各 分野 にお いて進 展 して き

てお り,近 年 の研 究動 向 では,特 養 にお け る痴 呆お よび問題 行 動 の漸増傾 向2)を 背 景 と し

た研 究 の蓄積 訓がみ られ るが,重 度 の介護 を要す る特養入 所者 に あ って も身 体状 況 ・精神

状 況 は個 々の入所 者 に よって相 当程 度 の異 な りが あ る と考 え られ る。 したが って,特 養 入

所 者 の生活 の質 の向上 に とって も,生 活 圏域 の拡 大 は重要 な要素 とな るもの と考 え られ,

本論 は特養 入所 者 の居 室外行 動 の実態把握 を行 うとともに,そ れ らが どの よ うな要因 に よ

って規 定 され るのか につ いて考察す る こ とを 目的 とす る もので あ り,老 人福 祉施設 入所 者

の身体 状況 に対応 した研 究の一環 とな る もの で あ る。
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4-2研 究方法

特養 は,身 体 上 また は精神 上著 しい障 害 が あ るた め,常 時介護 を必 要 とす る高齢 者 で,

居宅 で介護 を受 け る こ とが困難 な者 を対象 と した施 設 で あ る。身 体状 況 の点 で軽費 老人 ホ

ー ム(以 下
,軽 費 と略 す)は 軽度 の介護 を必 要 とす る者,養 護 が中度 の介護 を必 要 とす る

者であ るのに対 し,特 養 は重度 の介護 を必 要 とす る者 を対 象 と してい るの で あ る。 「第2

章軽 費」お よび 「第3章 養 護」 では,入 所 者 の社 会 交流 の活性 化 とい う視 点 よ り,入 所者

の施設 内外 にわ た る交 流や外 出行動 を対象 に考察 を進 めて きたが,特 養 の場合 は軽 費 ・養

護 に比 して,入 所者 の行 動 圏域 は狭 い もの と捉 え る こ とが 可能 で あ るため4),特 養 入所者

の社会 交流 と生活圏域 に関 し,入 所者 の居室外行 動 の側 面 か ら実態把握 を行 い ,考 察 を進

め る もの とす る。

特養 入所 者 の居 室外行 動 に関 し,入 所 者 を対 象 と したア ンケー ト調査 に よ り実態把 握 を

行 うもの とす る。 居 室外行 動 を測 る指標 と して は,食 事場 所,衣 服様 態,行 事参加,リ ハ

ビ リテー シ ョン受療,ク ラブ活動 へ の参加,外 出行 動 の6項 目を設 定 した。 ア ンケー トの

設問構成 は,性,年 齢 等 の属性 の他,ADLな どの身体的 ・精神 的状 態 を把 握 す るた めの

項 目,入 所期 間,前 住 地,居 室外行動 に関す る項 目で あ る。居 室外行 動 に関す る指標 の内,

例 えば食事場所,ク ラブ活動 へ の参加,リ ハ ビ リテー シ ョンの受療 な どは,居 室 か ら食 堂

や機 能 回復 訓練 室へ の 空間的移 動 と同時 に,入 所者相 互の 交流 の機 会 と して も捉 え るこ と

がで き る。 また衣服 の様 態(寝 巻 の ままか着替 え るのか)に つ い ては居 室外行 動 を体現す

る指標 の一つ と考 え る。

調査対 象施 設 の設 定 に際 して は,施 設 の立地す る地域性 を考慮 し,都 市部 と郡部 をあわ

せ持 つ京都府 を取 り上 げ,京 都 市内,京 都 府 南部,京 都府 中北部 と区分 し,施 設 の設 立年

度,定 員等を考慮の上,京 都府社会癌祉協議会施設部の紹介によ り協力の得 られた10施 設

を取 り上 げ た。 これ は 京都 府 に 立 地 す る特 養45施 設 の約5分 の1強 に 相 当す る(1992年4

月 現 在,市 内19施 設,府 下26施 設)、,

調 査 対 象 者 は 対 象 施 設 に入 所 して い る全 入 所 者(1施 設 の み は 定 員 が 大 きい の で無 作為

抽 出調 査 と した)で,ア ン ケー ト調 査 用 紙 へ の 記 入 は,身 体 的 ・精 神 的 状 態 の把 握 も含 め,

施 設 の生 活 指 導 員,寮 母 な どの施 設 職 員 に よ っ た。 調 査 総 数 は622人 で,京 都 府 全 域 の特

養 入 所 者総 数3,055人(1992年4月 現 在)の 約5分 の1に 相 当 し,調 査 時 期 は1992年(平 成

4年)9月 ～ll月 で あ る。
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4-3調 査 対 象 施 設 の概 要

調 査 対 象 施 設 の概 要 につ い て,表4-1に ま とめ た。 京都 市内3施 設,京 都 府 南 部3施 設,

京 都 府 中北 部4施 設 で あ り(以 下 そ れ ぞれ 市内,南 部,中 北 部 と略 す),設 置 主 体 はす べ

て社 会 福 祉 法 人 で あ る。 設 立年 は1968年(昭 和43年)か ら1989年(平 成 元 年)に 至 る。 入

所 定 員 は50人 か ら170人 で あ る。 建 物 は2施 設 が1階 建,8施 設 が2階 建 で あ り,入 所 者

一 人 当た りの 面積 は 設 立 年 の 古 い施 設 ほ ど狭 小 で あ る
。1階 建 の施 設 で 一 人 当た り面積 が

狭 くな って い るの は,階 段,エ レベ ー ター な どの移 動 空 間 が 不 要 の た め と思 われ る。 なお,

もっ と も設 立年 の 古 い1968年(昭 和43年)に 設 立 の施 設1で は,2階 建 で あ るがエ レベ ー

ター は な く,入 所 者 の 生 活 空 間 は1階 部 分 に 限 られ て い る(一 人 当 た り面 積 は2階 も含 め

算 出 した)。 居 室 に 関 して は1室4人 以 下 が原 則5'で あ る が,調 査 対 象 施 設 の 内,1975年

(昭 和50年)以 前 に 開 設 の施 設 で は6人 部 屋 以 上 の居 室 が あ る施 設 が3施 設 あ る。

っ ぎ に職 員体 制 の 面 で は,常 勤 換 算 に よ る寮母 一 人 あ た りの入 所 者 数 は,最 小3.08人 か

ら最 大4.44人 に 分 布 し,寮 母 の 平 均 年 齢 は29.5才 か ら44.5才 と施 設 に よ り相 当異 な るが,

大 半 の施 設 は40才 前 後 で あ る。 ま た,常 勤 寮 母 の 中 に 男性 が含 まれ る施 設 が4施 設 あ る。

施 設 の行 う地 域 福 祉 活 動 に 関 して は,デ イ サ ー ビス(A型2施 設,B型8施 設),シ ョー

表4-1調 査対象施設の概要

施 設A施 設B施 設C施 設D施 設E施 般F施 設G施 設H施 設1施 設J

デ ー タ 数70人80人50人55人48人70人49人60人60人80人

所 在 地 市 内 市 内 市 内 府 南 部 府 南 部 府 南 部 中 北 部 中 北 部 中 北 部 中 北 部

(万 人)約148約148約148約8.4約2■ 約7.4約0.8約0.7約9.6約0.8

設 置 形 態 社 福 法 人 社 福 法 人 社 福 法 人 社 福 法 人 社 福 法 人 社 福 法 人 社 福 法 人 社 福 法 人 社 福 法 人 社 福 法 人

(開 設 年)(1975)(1986)(1989)(1970)(1987)(1988)(1979)(1982)(1968)(1985)

定 員70人80人50人170人50人70人50人80人60人80人

併 設 施 設 一 一 養 護 一 一 一 一 一 一 一

階 数2階 建2階 建2階 建2階 建2階 建2階 建2階 建1階 建2階 建1階 建

面 積2387rイ3898rイ36.72rイ2728㎡3525α{38.44㎡32.04前26,79㎡27.33㎡28.05㎡

居 室 数14(8)32162g(28)1624142612(8)31

職 員 状 況

一 人 当 り3 .33人3.08人3。57人3.40人4.17人3.89人3.13人3.49人4.00人4.44人

平 均 年 齢37.1才29.5才37.1才44.0才38.3才44.5才39.2才38.5才42.4才37.0才

勤 続 年 敬4,1年2.9年1.4年9.0年3.1年2,4年7.1年6.0年7」 年4.0年

く注 記 〉 面 積 と は,延 べ 床 面 積 を 入 所 定 員 で 除 した 一 人 当 た り の 面 積 。

居 室 数 欄 の()内 に6人 以 上 の 相 部 屋 を 内 数 で 示 した 。

職 員 状 況 欄 の 一 人 当 り は,常 勤 寮 母 一 人 当 りの 入 所 者 数 、 平 均 年 齢 ・勤 続 年 数 と も 寮 母 対 象 の 数 値 で あ る 。
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トステイ とも全施設 で実施 され,他 の活動 について も全国水準 に比 して実施率 は高水準 を

示 し て い る 之,

4-4調 査 対 象 者 の 概 要

4-4-1調 査 対 象 者 の属 性

調 査 対 象 者 の 属性 を 表4-2に ま とめ た。 性 別 で は 女性 が74%を 占め る。 平 均 年 齢 は81.9

才 で あ り,75才 以 上 の 後 期 高齢 者 が80%以 上 を 占 め て い る。

人所 期 間 に 関 し,平 均 入所 期 間 は4.1年 で あ り,入 所 者 の約 半 数 は3年 未 満 で あ る。 入所

期 間 が10年 以 一Lの者 も8.2%存 在 し,施 設 の設 立年 に よ っ て 分布 は大 き く異 な る。

人所 前 の 居 所 は 自宅 か らが 半数 を 占め,他 施 設 か らの 入 所 の場 合 で は養 護 が過 半数 で あ

り,っ い で 老 人保 健 施 設 か らの 入所 とな っ て い る。 入 所 直 前 の 家族 形 態 につ い て は,独 居

(39.5%),子 供 世帯 との 同 表
4-2調 査 対 象 者 の 属 性

居(31.2%)の 順 で,夫 婦 の 男性 女性 合計
み 世 帯(ll.6%),夫 婦 と子 デ ー タ 数15g人463人622人

(25.696)(74.496)(10096)

供 世 帯 と の 同 居(7.7%)は 少 年 齢65オ 未満11(6.g%)11(2.3%)22(3.5%)
65～74才32(20.196)62(13 .4%)94(15.1%)

ない。入所 してか ら現在 まで 欝 寵 魏1:鵡1雛1:鵬 搬 晶:糊

に調 査対象者の1・.6%は 家 入所期間1騨111111:鵬,lllll:鵜 、llgl:期
5～10年22(13.896)98(21.2%)120(19 .3%)

族 と死 別 し て い る 。 そ の 内 容10年 以上7(4.4%)44(9陰5%)51(8'2%)
入所直 前 の居 自宅 か ら65(40.9%)253(54.796)318(51.1%)

は,配 偶者 との死別 とその他 所 擁 赫 らll留:翻1翻1:鵬211籠:鵬

(大半が子供 とび)死別)が ほぼ 子供の有無 要 ピ1181器2謝 桃1蹄1駝1携 呂:説1

同程度である。調査時点での 食彩轟前の家 奨婦屍み1鍛1概;1駁3酪 謝2霧lll謝
子 供21(132%)173(37496)194(32%)

配 偶 者 関係 で は,配 偶 者 な し 季雛 子11111偽1}111囎1錦 囎

の 者 が85.5%と 大 半 を 占め,配 偶者(現在)要 ピ1糠ll:1謝4争 淡gl'1謝5111話1謝

特に女性はその割合が離 本人の前住地 騨 村11職i31ii欄 耀 欄

施設の所在地と入所者の前 羅 受人の圓=騨lllll娚 ・器 糊 灘1
:鵬

住 地 と の 関 係 で は 同 一 市 町 村 他 府 県28(17'6%)80(17'3%)108(17齢4%)

〈注記 〉上表 は不 明件 数 を除 いて 表示 した。 以下 の図 表 も同様 で ある。

が78.1%で あ る 。
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施設 所在 地 と身 元 引受 人7>現 住 地 との関係 は同 一 市町 村 が62%と い う水 準 で あ る。

4-4-2調 査 対 象 者 の 身体 状 況等

調 査 対 象 者 のADL,痴 呆 症 状,問 題 行 動 お よび言 葉,視 力,聴 力 につ い て の把 握 は,

厚 生省 が毎年 行 な う 「老人 ホー ム入所 者 状 況報 告 書(第3号 様 式)」 に準拠 す る こ と と

し た 。

ADLは 歩 行 ・排 泄 ・食 事 ・入浴 ・着 替 の5項 目に 関 し,そ れ ぞれ 「自分 で 可 」 「一 部

介助 」 「全 介 助 」 に 分 類 し,ADLの 状 況 を表4-3に 示 した。 「自分 で 可」 の割 合 は,食

事 が57.6%と 最 も高 く,排 泄28.8%,歩 行28.6%の 順 に続 く。 「全 介助 」 の割 合 で は,入

浴59.8%,歩 行49.7%,排 泄47.3%の 順 に続 き,食 事 を除 い て は 「全 介 助 」 の割 合 が 「自

分 で 可」 を大 き く上 回 る。 痴 呆 症 状 で は痴 呆症 状 な しの 者 が35.7%で,問 題 行 動 で は問題

行 動 な しの者 が58.5%で あ る。 全 国 老 人 福 祉 施 設 協議 会 が 行 った調 査 結 果(「 全 国 基 礎 調

査 報 告 書 」,1992年4月 実 施)と 対 比 す る と,ADL状 況 に 関 して は同様 の水 準 に あ り,

痴 呆 症 状 に 関 して は全 国

調 査 の 場 合 の 方 が痴 呆 症 表4-3身 体状況等

状 の あ る者 の割 合 が 高 い 。 男 性 女 性 合 計 全国調査

デ ー タ 数159人463人622人37,996人

ここでADLを 総合的
ADL値 高 レ ベ ル 群37.1%28.1%30,4%

に捉えるため 「自分で可」 程膝1麟 盤撒 鴛騰 器:鱗

0点,「 一部介助」1点,歩 行 皇盆界島 鴇鱗 墾蠣 磐騰 器:幾
全介助42,1%52.3%4979645.996

「全 介 助 」 は2点 と 点 数 排 泄 自分で可34 .o%27.o%28,8%36,3%
一 部 介 助20 .1%25・3%23.9%16.4%

全 介 助45.99647.7%47,3%47.396

化し,総合点をADL値
食 事 自分 で 可6tO%56.4965769659.496

とし次の3段 階に区分 し,蚕 葬莇助1.醗 否朧 鷺幾21:朧

ADL値0～3点 をADL入 浴 皇盆弄爵31:撒}}:幾ll:1凌1:畿
全介助6.0%61.1%59.8%5,7%

高 レベ ル 群(以 下,高 レ 藩 替 自分で可0,2%21.6%23.8%6.5%
一 部 介 助7

.7%30.2%29.6%2896

ベ ル群 と略 す) ,4～7点 全介助42」%鞭1'2%46'6%5α フ%
痴呆症状 な し40.9%33.99635,7962g.896

をADL中 レベル群(以 奮 匿1:幾}1:畿}1:朧ll:朧
重 度5.7%24.0%21.99630.496

下,中 レ ベ ル 群 と 略 す),問 題 行 動 な し2.g%60.5%58.5%

奮 慶1:1駝;1:識;9・ 朧
8～10点 をADL低 レ ベ 重 度1.g%g.g%10.5%

ル 群(以 下,低 レベ ル 群 〈注記〉 蓋署馨幸警bg鍔 差室響鋲施設協膳会 「全国老人ホーム基礎調査

と略 す)と 定義 した。
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ADL値 分布 で は低 レベ ル群 が40%を 占 め,高 ・中 レベ ル 群 はそれ ぞれ30%を 占め てい

る,ADLの レベ ル別 な らびに痴 呆症 状 の程 度 の別 に よ り,性 別,年 齢,入 所 期 間,入 所

直 前の 同居 家族 とク ロス集 計 し,そ の結果 を図4-1に 示 した。

要介護期 間 の長 期 化,す な わ ち入所 期 間 が長 期化 す れ ばADLの 低 下 が 目立 ち,痴 呆症

状 では入所 期 間 よ りも加 齢 に伴 う重度 化 が顕 著 で あ る。 またADL,痴 呆 症 状 と もに,そ

の分 布 に関 しては入所 前 の 家族 状 況 に よ る違 い が あ る。 具 体 的 に は,独 居 の場 合,高 レベ

ル群,痴 呆症 状 な し,あ るい は軽 度 の入所 者 の構 成 比 が 高 い の に対 し,二 世代 世 帯 の場合

は,低 レベ ル群,痴 呆症 状 が 中度,あ るい は 重度 の入所 者 の構 成 比 が 高 い の が特 徴 的 で あ

る 。

ADL痴 呆 症 状

%%

全 体622

性 別 男 性[零][一]159

女 性463

年 齢75才 以 下[一][糊]116

75～85才261

85才 以 上245

入 所1年 未 満[零][一]83

期 間

1～5年368

5～10年120

10年 以 上51

入 所 前 独 居[轄 零]匡 綜]246

の 家 族

形 態 夫 婦72

子 供 世 帯194

夫 婦 と48

子供 世 帯

そ の他62

.41.99.732.316.1

凡例:笏 高 レベル ロ中 レベル ■低 レペル 笏な し 口軽度 ■中度 重 度

検定結果 を[]内 に示 した。 寧印は次の意味 を表 し,以 下の図表においても同様である。

率**:p<0001卓 率:p<001廓:p<005

図4-1性 別 ・年齢 等 か らみ たADL・ 痴 呆症 状 の 状 況
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4-5居 室 外 行 動 の 実 態 と規 定 要 因

特 養 入 所 者 の居 室 外 行 動 と して捉 え た 食 事場 所,衣 服 様 態,行 事 参 加,リ ハ ビ リテ ー シ

ョン受 療,ク ラ ブ活 動 へ の 参 加,外 出 行 動 に 関 し,全 体 的 な状 況 を図4-2に 示 した。 食 事

場 所 で は,食 堂 に移 動 す る者 は88.7%で あ り,居 室 や ベ ッ ド上 で の食 事 は少 な い。 衣 服 様

態 につ い て は,72.3%の 者 が 寝 巻 きか ら着 替 え て い る。 行 事 へ の参 加 で は76.6%の 者 が 参

加 して い る。 リハ ビ リテ ー シ ョン とク ラブ 活 動 は過 半数 の 者 が参 加 して い る。 外 出 回 数 に

つ い て は,年 に3～5回 の 者 が34.9%と も っ と も多 く,外 出 な しの者 は27%で あ る。 特 養

で は,行 事,リ ハ ビ リテ ー シ ョン ・ク ラ ブ活 動 へ の参 加 の 割 合 は 高 い が,外 出頻 度 は低 い

とい うの が特 徴 的 で あ る。

%

「一 一 一一 一一 一 「一 一一 一rN凡 例

食事場所 髪■622笏 ペ ッ ド上
15
.8/5.588.7口 居 室

「一 一 一 一 一 一 一r-一 一 一 一 一 ■ 食 堂

衣服様態 総 笏 寝巻のまま
127
.772.3■ 着 替 え る　

行事参加 髪 笏 参加しない

9.419.97a6口 時々参加す る

「一 一一一 一一 ■ ほとんど参加 している

リハビリ参加 諺 笏 参加していない
136
.563.5■ 参 加 して い る　

クラブ参加%形 参加していない
139
.260.8■ 参 加 して い る　

外出回数 燃==]璽i垂i垂 蓬錘i笏 な し
1271933生918

.8口 年 に1～2回

iiili年 に3～5回

■ 年 に5回 以 上

図4-2居 室 外 行 動

こ こで設 置 ク ラ ブ の 状 況(表4-4)と リハ ビ リテ ー シ ョンにつ い て概 観 してお く と,ク

ラ ブ で は習 字,園 芸,短 歌 ・俳 句 の よ うに伝 統 的 ・文化 的 な ク ラブ か ら,卓 球 バ レー 引,

覚 醒 ボ ー ル,リ ハ ビ リク ラブ な ど リハ ビ リテ ー シ ョン的 要 素 を あ わせ 持 つ ク ラブ ま で設 置

され て い る。 施 設 に よ りク ラ ブ 内 容 は 異 な るが,軽 費,養 護 と比 較 す る と リハ ビ リテ ー シ

ョン的 要 素 を持 つ ク ラ ブ が 多 い とい え る。 ク ラブ設 置数 は 最 小3か ら最 大7に 分 布 し,施

設Jの ク ラブ設 置 数 は3と 最 小 で あ るが,入 所 者 の ク ラブ 参 加 率 は97。5%と 最 大 で あ り,
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ク ラブ設 置 数 が クラブ 参加 率 に 関連 して い た軽 費,養 護 とは異 な る特 徴 がみ られ る。 リハ

ビ リテ ー シ ョンに 関 して は,今 回 の調 査 対 象 施 設 の 内,施 設Bに つ い て は,他 の施 設 にお

い て クラブ活 動 に位 置 づ け られ て い る もの が,こ の 施 設 で は リハ ビ リテ ー シ ョンの年 間 プ

ロ グラ ムに 多 く取 り入れ られ て い る(表4-5)。 した が っ て,特 養 にお い て は ,ク ラ ブ活

動 と リハ ビ リテ ー シ ョン を統 合 して 考 察 を進 め る こ とが必 要 な もの と考 え られ る。

表4-4設 置 ク ラ ブの 状 況

。 華道 短歌 囲碁 卓球 その クラブ 参加人数歌 民譜 御詠 器楽 絵 粘土 習字
・ 手芸 園芸 ・ 詩吟 ・ ・バ 数 の

歌 生花 俳句 将棋 レー 他 合 計(参 加率)

施 設AOOOO529
①ぬり絵②はり絵 覚醒'・一ル(41.4%)

施設BO(う0316 陶芸(20.0%)
施 設C(,C)(⊃0449

つ・,LFf・'リ ノ、ビリ(98 .096)

施設D、 ⇔0000620 (36.496)
施 設Eく)r-)1(⊃(⊃0631 11〕器楽②大琴(64 .6%)
施 設F「)1⊂)OOO539 (55.796)
施 設GIのOOOO619

①手芸②三 一組合(38.8%)

施 設HOO⊂)○0544 読書(73.3%)
施設1000000751

①宗教②民謡踊り(85.0%)
施設JOO378

①ぬ り絵②は り絵(97.5%)

[注 記]参 加 人数欄 の 下 段 は調 査 サ ン プル 数 で 除 した参 加 率 。

表4-5施 設Bの リハ ビ リテ ー シ ョン 内容

実 施 場 所 実 施 内 容 実 施 回 数 参 加 人数

機 能 回 復 ◇ 訓 練:四 頭 筋,歩 行,そ の 他158回/年1,546人

訓 練 室 ◇ 温 熱 療 法(の べ 人 数)

◇ 作 業:牛 乳 ハ ックつ ぶ し.貼 り絵,陶 芸,う ちわ 作 り,花 笠

作 り,ポ ス タ ー作 り,敬 老 カ ー ド作 り、焼 き い も の 準 備

◇ ゲ ーム ・レク:ボ ー ル 投 げ,風 船 つ き,魚 つ り,花 札,

ボ ー リン グ.集 中 力 ゲ ーム.輪 投 げ 、ゲ ー トボ ー ル,

玉 入 れ,卓 球 バ レー

作 業 室 ◇ 唄 お う会 ◇ 作 ろ う会 ◇ お茶 と集 い ◇絵 本 読 み 聞 か せ57回/年545人

◇ ゲ ーム と集 い ◇ ビデ オ 鑑 賞 ◇ 百 人 一 首(の べ 人 数)

居 室 ◇ROM訓 練 ◇ 歩 行 訓 練 ・四 頭 筋 訓 練 ◇ ホ ッ トパ ッ ク ,154回/年1.266人

◇ 散 歩 ・日光 浴 ◇ 風 船 つ き(の べ 人数)
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〔食事場所〕 〔衣服様態〕 〔行事への参加〕
%[一 一一一%%N凡 例

男 性[一]澱 .[一][竃]159

性 別87,4166.7〔 食 事 場 所 〕

女 性 物463笏 ベ ッド上

892174.3口 居 室

1年 未滴[綜 零]纏[一][一]83■ 食堂

89.2172●3

1～5年 麺368

入 所 期 間91.373.9〔 衣 服 様 態 〕

5～10年120笏 寝 巻 の ま ま

89.270.8■ 着 替 え る

10年 以 上51

68。664.7

高 レベ ル[糊]閣 ■ ■ ■ ■ ■[糊]1〔*零 零]189〔 行 事 参 加 〕

97.495.2i笏 参 加 しな い

ADL中 レベ ル183〔 コ時 々 参 加

94.583。1■ ほ と ん ど

低 レペ ル 髪250参 加 す る

178.047●2

な し1[鱗][纏 零];[零]222

一鍾 臨l
lii

〔リハ へ の 参 加 〕 〔ク ラブ参 加 〕 〔外 出 回数 〕

%%%N

男 性[一][繊*][一]159

性 男1】5〔 リノ、参カロ〕

女 性463勿 不 参加

■参加

1年 未 満[塞 零塞][一][繊 峯]83

8

1～5年368〔 ク ラブ参加 〕

入 所 期 間8笏 不 参加

5～10年120■ 参 加

9

10年 以上51

.6〔 外 出 回数 〕

高 レベ ル[零*零][零 繋][零 聯]189笏 ノよし

3口 年 に

ADL中 レベ ル1831～2回

7iiiil年 に

低 レペ ル2503～5回

■年 に

な し[零][纏 幻[糊]2225回 以上

軽 度98

痴 呆 症 状3

中度 鵜・162

重 度
5a9睡 劾3_7251111136

図4-3性 別 ・年齢等 か らみ た居室 外行 動
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つ ぎ に,居 室 外 行動 と して捉 えた それ ぞ れ の項 目につ き ,性 別,入 所 期 間,ADLお よ

び痴 呆 症 状 の程 度 別 に よ りク ロス集 計 し,そ の 結 果 を図4-3に 示 した。

性 別 で は,行 事 へ の 参 加 と クラブ 参 加 に 有 意 差 がみ られ,と もに 女性 は 男 性 に 比 して参

加 率 は 高 い。

入所 期 間別 で は,食 事 場 所,リ ハ ビ リテ ー シ ョン受 療,外 出 頻 度 に 有 意 差 がみ られ,入

所 期 間 が長 期 化 す るに つ れ,食 堂 へ の移 動,リ ハ ビ リテ ー シ ョン受 療,外 出 頻 度 は低 い割

合 を示 して い る。 外 出 頻 度 につ い て は,最 近1年 間 の外 出 回 数 を把 握 して い るた め,入 所

期 間1年 未 満 の 者 で は外 出 回 数 は低 くな って い る。

ADL,痴 呆 症 状 の別 で は居 室 外 行 動 のす べ て に有 意 差 がみ られ る。

ADLの レベ ル別 にみ る と,高 中 レベ ル 群 と低 レベ ル 群 の 間 で相 違 がみ られ,衣 服 様 態

で は 高 レベ ル 群 の95.2%,中 レベ ル群 の83.1%の 者 が衣 服 を着 替 え て い るの に対 し,低 レ

ベ ル群 で は47 .2%で あ る。 ク ラブ活 動 へ の 参加 率 は 高 レベ ル 群72%,中 レベ ル 群 が66 .7%

で あ るの に対 し,低 レベ ル 群 は48%の 水 準 で あ る。 外 出 回 数 で は,高 レベ ル 群 は年 に5回

以 上外 出 の者 が32.3%あ り,外 出 な しの 者 は12.7%に しか 過 ぎ な い の に対 し,低 レベ ル 群

で は外 出 な しの者 が41.6%と も っ と も高 い割 合 を示 して い る。

痴 呆 症 状 の程 度 別 で は 重度 の痴 呆症 状 か否 か で,リ ハ ビ リテ ー シ ョン受 療 や ク ラブ活 動

へ の参 加 に相 違 がみ られ る。 リハ ビ リテ ー シ ョン受 療 率 に 関 し,痴 呆 症 状 が 中度 よ り軽 い

者 で は60%以 上 の 者 が 受 療 して い るの に対 し,重 度 の者 の 受 療 率 は52.9%で あ る。 ク ラブ

参 加 率 に 関 して は,中 度 よ り軽 い 者 で は60%以 上 の 者 が ク ラブ参加 して い るが,重 度 の者

で は41.9%で あ り,痴 呆 症 状 が 重度 の 者 の ク ラブ参 加 率 は 低 い もの とな って い る。

以 上 の こ とか ら特 養 入 所 者 の居 室 外 行

動 は,ADLと 痴 呆 症 状 の程 度 が 大 き く [零**]
影響 して い る こ とが 分 か り,ADLで は%

施設A

高 中 レベ ル群 と低 レベ ル群,痴 呆症 状 の 施設B
施設C

程度 では重度か否かが居室外行動の活発 施設D
施設E

さの分岐 点 であ る もの と考 え られ る。 施設F

施設G
各施設毎に低 レベル群お よび痴呆症状 施設H

施設1
重度 の入所 者 の割 合 をみ る と,低 レベ ル 施設J

群 ・痴 呆症 状 重度 の者 の構 成 比 が もっ と

も高い施 設 と もっ と も低 い 施設 とで は,図4-4各 施設の心身状況低 レベル層の割合
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構成 比 の差 は44.4ポ イ ン トもあ り,施 設 に よ り低 レベ ル群 ・痴 呆症 状 重度 の者 の分布 が大

き く異な ってい る こ とに特 徴 が あ る(図4-4)。

特 養 にお い て は,個 々の入 所 者 に よ り身 体的 ・精神 的 状 況 が 大 き く異 な るば か りか,施

設 に よ り低 レベ ル群 ・痴 呆 症 状 重度 の者 の 占め る割 合 が 異 な るた め,入 所 者 の身 体 的 ・精

神 的 状 況 を基 軸 と した 分析 が 必要 とな る ところ で あ る。 そ の た め以 下にお い て,低 レベ ル

群 ・痴 呆症 状 重度 の者 とそれ 以 外 の者 に 分類 し,分 析 を進 め る こ と とす る。 また,ク ラブ

活 動 と リハ ビ リテ ー シ ョンに関 して は,統 合 して 分析 を行 うもの とす る。

ADL低 レベ ル群 と痴 呆 症 状 重度 の者 を取 り上 げ(以 下,心 身 状 況低 レベ ル層 と総称 す

る),居 室 外行 動 の状 況 を施 設別 に示 した(図 を5)。

食 事場 所 で は,心 身 状 況 低 レベ ル層 の 者 全 員 が食 堂 に移 動す る施 設 が あ る一 方,移 動す

る者 が 半数 に満 た な い施 設 もあ る。 食 堂 へ の移 動 率 の低 い施 設D,施 設1は と もに設 立年

が古 く,入 所 者 一人 あ た りの施 設 面積 が狭 小 で あ り,食 堂 も狭 い。 入所 者 全 員 が 一 同 には

食 堂 に入 りきれ な い た め食 事時 間 をず ら し交替 制 に して い るが,心 身 状 況低 レベ ル 層 の者

で は食 堂 へ の移 動 率 が低 い もの とな って い る。

衣服 様 態 で は,食 事 場所 以 上 に施 設 に よ る相違 が 大 き く,心 身 状 況低 レベ ル層 の95 .5%

が衣 服 を着 替 えて い る施 設 が あ る一 方,着 替 え る者 の割 合 が13%に 過 ぎな い施 設 もあ る。

また,食 堂 へ の移 動 率 の 高 い施 設 が,衣 服 様 態 で は着 替 え る割 合 が必 ず しも高 い とは い え

ず,施 設 毎 の処遇 方 針 や 力 点 の相 違 が あ るの で は ない か と推 察 され る。 居 室 外行 動 を測 る

指標 と した5項 目の 内,心 身 状 況 低 レベ ル層 の各 施 設 の平 均値 が もっ と も高 い もの は行 事

参加 で あ り,つ い で食 事 場 所,ク ラブ ・リハ ビ リテー シ ョン参加,外 出,衣 服 様 態 の順 で

食 事 衣 服 行 事 ク ラブ ・リハ 外 出

食 堂 で[蹴]着 替 え る[糊]参 加[蹴]参 加[糊]外 出 あ り[綜*]

驚%%%%N

施 設A8055619τ661031
.741施 設B

86183391 .78617τ836

施 設C95595510095510022

施 設D56513060 .934813.023

施 設E8188189α95459
.111施 設

F88617110071465
.735施 設G

78848587 .960669.733

施 設H96890310077410031

施 設142946410082171
.428施 設J

10031310096968
.732

図4-5心 身 状 況 低 レベ ル 層 の 施 設 別 居 室 外 行 動
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あ る。 また,施 設 に よ る相 違 が もっ と も大 きい の は外 出 の 有 無 で あ り,心 身 状 況 低 レベ ル

層 の全 員 が外 出 してい る施 設 が あ る一 方,心 身 状 況低 レベ ル層 の9.1%の 者 しか外 出 しな

い施 設 も存在 す る。

つ ぎに,心 身 状 況 低 レベ ル 層 と,身 体的 ・精神 的 状 況 の レベ ル が比較 的 高 い者(ADL

高 中 レベ ル群 の内,痴 呆症 状 の 重度 の者 を除 く者 で,以 下,心 身 状 況 高 レベ ル層 と総称す

ろ)と に入所 者 を2分 類 し,施 設 毎 の居 室 外行 動 を ま とめ た(図4-6)。

心 身 状 況 低 レベ ル層 の場 合,心 身 状 況 高 レベ ル層 と比 べ て施 設 毎 の 分布 状 態 に差 が あ る

こ とが理解 で き る。 また,心 身 状 況 高 レベ ル層 で居 室外行 動 が活 発 な施 設 は,心 身 状 況低

レベ ル層 で も活発 で あ る傾 向 が伺 え る。

● 心 身 状 況 高 レ ベ ル 層 ● 心 身 状 況 低 レ ベ ル 層

%%%%

10010080.588.6

75.993.556.117.1

施 設A100施 設F100施 設A97。6施 設F100

N:2937 .9N:3196.8N:4161.ON:3571.4

62,187,131.765.7

10010086.178.8

10087.583.348.5

施設B100施 設G100施 設B91.7施 設G87.9

N:4484.1N:16100N:3686 .1N:3360.6

93.210077.869.7

10010095.596.8

10010095.590.3

施 設C100施 設H100施 設C100施 設H100

N:28100N:29100N:2295 .5N:3177.4

…il…ll…ll葱ll
N:3243.8N:3287 .5N:233408N:2882.1

46.984.413.071 .4

10010081.8100

10085.481.831 .3

施 設E100施 設J100施 設E90.9施 設J100

N:3783.8N:4897 .9N:1154.5N:3296.9

62.289.69.168 .7

凡例:勿 食事場所一食堂 口 衣服様態}着 替えるiilli行 事一参加 してい

■ クラブ ・リバー どちらかに参加 している 外出一外出あり

図4-6心 身状 況の レベ ル別 にみ た施 設 別居 室 外 行 動
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以 上 の よ うに,入 所 者 の居 室 外 行 動 は,入 所 者 の心身 状 況 と施 設 の取 り組 み の双 方 が強

く関 わ る こ とが理解 で き る。 そ こで,ど ち らの 要因 が居 室外 行 動 を よ り強 く規 定す るか に

つ い て,分 析 を行 うもの とす る。 目的 変数 と して ,食 事場 所 は食 堂 に移 動 す るか否 か,衣

服様 態 で は着替 え るか否 か,行 事参加 お よび ク ラブ ・リハ ビ リテ ー シ ョン参加 で は参加 の

有 無,外 出行 動 で は外 出 の有 無 のそれ ぞれ に関 し,二 群 判 別 の数 量化11類 に よ る分析 を試

みた。 説 明 変数 と して用 い た の は,性 別,入 所 期 間,入 所 者 の心身 状 況,お よび各施 設 で

あ る。

計算 結果 を表4-6に 示 す 。 目的 変数 と した居 室外行 動 の項 目す べ て にお い て(食 事場 所,

衣 服 様 態,行 事参加,ク ラブ ・リハ ビ リテ ー シ ョン参加,外 出 の有 無),レ ン ジ ・偏 相 関

係 数 と もに施 設 が第 一 の規 定要 因 で あ り,第 二の規 定要 因 は入所 者 の心身 状 況 で あ るこ と

が判 明 した。 心身 状 況 に関 して は高 レベ ル層 は,低 レベ ル 層 に比 して居 室 外行 動 のす べ て

に活発 で あ る こ とが理 解 で き る。 居 室外行 動 の各 項 目に よ り,施 設 毎 の カテ ゴ リー ス コア

は大 き く異 な り,施 設 に よ る入 所 者 の処遇 方針 や 力 点 の相 違 が影 響 を与 えて い る もの と推

察 可能 で あ る と思 われ る。

表4-6居 室外行動の数量化H類 による計算結果

食 事 場 所 衣 服 様 態

カテゴ リーNカ テゴ リースコア レ ン ジ 偏相関係数Nカ テゴ リースコア レ ン ジ 偏相関係数

性 別 男 性159-OO150020100317159-0・0780 ・10480・1245

女 性45900054590 .027

入 所 期 間1年 未 満820,0260.0330003788200390079600704

1～3年228-0.0022280 .014

3～5年137-0.004137-0041

5年 以 上171-0007171_0005

心 身 状 況 高 レベル層3260066013900・24423260」630 '345104270

低レベル層292-0073292-0.182

施 設 施 設A700013049320450370-00490610804529

施 設B8000468000

施 設C5000845007

施 設D55-009355-03

施 設E4800364808

施 設F66005566-00

施 設G49-000249-007

施 設H600,104600248

施 設160-038960-0026

施 設J80010280-0124

判 別 的 中 率84.696,相 関 比0.4940判 別 的 中 率80.3%,相 関 比0。5825
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(前 ペ ー ジか らの続 き)

行 事 参 加 クラ ブ ・リハ ビ リ参 加

カテゴ リーNカ テゴ リースコア レ ン ジ 偏相関係数Nカ テゴ リースコア レ ン ジ 偏相関係数

性 別 男 性159-0.0560.07510.0880159-0.0440 .05890.0690

女 性4590.0194590 .015

入 所 期 間1年 未 満820.0210.03570・0416820 ・0760.10620 ・0890

1～3年228-0.0142280 .005

3～5年1370.020137-0 ,016

5年 以 上171_0,007171_0 .030

心 身 状 況 高 レベル 層3260.0710.15100・20003260 ・0430・09050 ・1215

低 レ ベ ル 層292-0.080292-0・048

施 設 施設A700,0790・70140・453470-0・2600 ・56140・4236

施 設B80-0、027800,061

施 設C500.232500.175

施 設D55-0.25455-0,380

施 設E480.02548一 つ.034

施 設F660.104660.041

施 設G49-0.46949-0.022

施 設H60-0.098600.113

施 般1600.081600.070

施 設J800.188800.182

判 別 的 中 率76.596,相 関 比0.5027判 別 的 中 率76.9%,相 関 比0 .4545

外 出 の 有 無

カテゴリーNカ テゴリースコア レンジ 偏相関係数

性 別 男 性1590.0360,0490・0568

女 性459-0.013

入 所 期 間1年 未 満82-0.0760.13280.1235

1～3年2280.057

3～5年137-0.017

5年 以 上171-0.026

心 身 状 況 高 レベ ル 層3260・0920.19430・2498

低レベル層292-0」03

施 設 施 設A70-0・2600・68910・4848

施 設B800.121

施 設C500.224

施 設D55-0.417

施 般E48-0.270

施 般F660,041

施 設G490.119 .

施 設H600.272

施 設1600.069

施 設J800.054

判 別 的 中 率75,196,相 関 比0.5395
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4-6ADL・ 痴 呆 症 状 ・問 題 行 動 の 変 化

入 所 時 と調 査 時 点 に お け るADL・ 痴 呆 症 状 ・問 題 行 動 の 変化 につ い て,施 設 職 員 に よ

る主観 的 評 価 に よ り把 握 した。 変 化 の 内 容 は,向 上 した ・変 化 な し ・低 下 した の3分 類 に

よ る。 結 果 を表4-7に 示 した。ADLの 変 化 で は,低 下 した者 が49.2%を 占 め,変 化 な し

の者 が29.9%,向 上 した者 が20.9%で あ る。 痴 呆 症 状 の 変 化 で は,変 化 な しの者 が60.5%

を 占 め,低 下 した 者 が30.4%,向 上 した 者 は9,2%に 過 ぎ な い 。 問 題 行 動 の 変 化 で は,変

化 な しの者 が71.9%と も っ と も多 く,低 下 した者 が15.3%,向 上 した者 が13.7%で あ る。

ADL・ 痴 呆 症 状 ・問題 行 動 の 変化 を年 齢,入 所 期 間別 に分析 す る と,ADL・ 痴 呆 症

状 の 変化 は加 齢 に伴 い,ま た 入 所 期 間 の長 期 化 に伴 い低 下 の割 合 が 高 い もの とな っ てお り,

ADL・ 痴 呆 症 状 の 変 化 と年 齢,入 所 期 間 で有 意 差 が み られ る。 問題 行 動 の 変化 で も入 所

期 間別 に有 意 な 差 が認 め られ るが,入 所 期 間 の 長 期 化 に伴 う明確 な相 違 はみ られ な い。 ま

た,問 題 行 動 と年 齢 に は有 意 差 は認 め られ な い。

表4-7ADL・ 痴 呆 症 状 ・問 題 行 動 の 変 化

ADL痴 呆症状 問題行動
N

向 上 変化無 低 下 向 上 変化無 低 下 向 上 変化無 低 下

デ ー タ 数622130人186人306人57人376人189人85人442人95人

年 齢75才 以下11625.0%440%31.0%69%76.7%16.4%13.8%70.7%15,5%

75～852612t8%284%498%11.5%598%287%15.39670」%14696

85才 以上245180%249%571%78%535%388%118%72.2%15,9%

[***][***][一]
入 所 期 間1年 未 満3325%530%14%10%脇60%10%807%72%

1～3年20278%300%42%10%5%235%11%652%157%

3～5年18130%348%52%0%1%370%10%フ25%145%

5～10年10133%192%67%0%0%450%10%675%225%

10年 以 上198%39%86%0%0%490%0%863%118%

[***][***][***]

4-7ま とめ

本 章 は特養 入所 者 を対 象 と し,入 所 者 の居 室外行 動 の実態 と居 室外 行 動 が どの よ うな要

因 に規 定 され るか を明 らか にす る こ とを 目的 と して い る。 そ の結 果 を以 下 に要約 す る。
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(1)性 別,入 所 期 間,ADL,痴 呆 症 状 別 に 居 室 外 行 動 を み る と,ADL,痴 呆 症 状 別 で

は,居 室 外 行 動 の 指 標 と した す べ て の 項 目(食 事 場 所,衣 服 様 態,行 事 参 加,リ ハ ビ リ

テ ー シ ョン受 療,ク ラ ブ 参 加,外 出 行 動)で 有 意 差 が あ る。 居 室 外 行 動 は,身 体 状 況

(ADL),痴 呆 症 状 の 程 度 に よ り影 響 を 大 き く受 け,特 にADL低 レベ ル 群 とADL高

中 レベ ル 群 に お け る 居 室 外 行 動 の 差 が 著 しい と と もに,痴 呆 症 状 が 重 度 で あ る場 合 とそ

の 他 の 場 合 に お け る 差 が 著 しい 。

(2)ADL低 レベ ル 群 お よ び痴 呆 症 状 重 度 の 入 所 者 を 心 身 状 況 低 レベ ル 層 と して 抽 出 し,

居 室 外 行 動 に つ い て 施 設 別 に 分 析 した。 居 室 外 行 動 の 指 標 す べ て に 有 意 差 が み られ,特

に 外 出 の 有 無 や 衣 服 様 態 で施 設 に よ る差 異 が 大 き い 。 ま た,食 事 場 所 で は,開 設 年 の 古

い 施 設 で 食 堂 へ の 移 動 率 が 低 い 。

(3)居 室 外 行 動 を規 定 す る 要 因 を析 出 の 結 果,第 一 に は 施 設 の 違 い,第 二 に は 心 身 状 況 の

程 度 に よ っ て 規 定 され る こ とが 判 明 した 。

(4)ADL・ 痴 呆 症 状 ・問 題 行 動 の 時 系 列 の 変 化 をみ る と,ADLに 関 して は 低 下 して い

る者 が 多 く,痴 呆 症 状 ・問 題 行 動 で は 変 化 な しの 者 が 多 い 。

【注 お よび 引 用 文 献 】
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林 玉子 ・中祐一郎 ・前川桂 史他:痴 呆性 老人介護施設 にお け る入 園者 の生活 とそ の介護 に関す

る研究(そ の1～ そ の24),日 本建 築学会学術講演梗概 集,1986年 ～1997年
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小滝 一正 ・林玉子 ・大原 一興他:痴 呆性 老人専用介護 施設 にお け る介護行 為 に関す る研 究(そ

の1～ その7),日 本建築学会学術講演梗概 集,1991年 一1993年

小滝 一正 ・外 山義他;痴 呆性 老人の空 間認知 に関す る研 究(そ の1～ そ の7),日 本建 築学会 学術

講演梗概集,1994年 ～1997年

4)入 所者 の歩行 に関 し,全 国社会福祉 協議 会 ・老人福祉 施設 協議会 『全 国老 人 ホー ム基礎調 査報

告 書』(1988年)に よれ ば,介 助 を必 要 と しない者 の割 合 にっいて,特 養25.1%,養 護88.0%,
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軽 費A型96.9%と して い る。

5)特 養 の居 室 人数 は,「 養 護 老 人 ホー ム及 び特 別 養 護 老 人 ホー ム の 設備 及 び 運 営 に 関す る基 準 」

(厚 生省令)に お い て,「 一 の 居 室 に入 所 させ る人 員 は,原 則 と して4人 以 下 とす る。 」 と定 め

られ て い る。 省令 制 定 当時 は,原 則 と して1室8人 以 下 で あ っ た が,そ の後,国 庫 補 助 基 準 面積

の 改 定 お よび省 令 改 正 に よ り現 行 の1室4人 以 下 とな っ た。

6)全 国社 会福 祉 協 議 会 ・老 人福 祉 施 設 協議 会 の前 掲 調 査 報 告 書 に よれ ば ,全 国 の特 養 で のデ イ サ

ー ビス の 実施 率 は15
.5%,シ ョー トス テ イ の 実施 率 は81.9%で あ る。 同調 査 は5年 に1回 実施 さ

れ るが,1992年 実施 分 の調 査報 告 書 にお い て,シ ョー トステ イ や デ イ サ ー ビスの項 目は ,調 査 項

目か ら削除 され て い るた め 不 明 で あ る。

7)身 元 引受 人 とは,入 所 に 際 して の保 証 人,あ るい は施 設 が何 らか の連 絡 を と る際 の第 一連 絡者

と位 置 づ け た。

8)卓 球 用 具 と9人 制 バ レー ボー ル のル ー ル を併 用 した 高齢 者 向 け の競 技 で ,リ ハ ビ リテ ー シ ョン

を 目的 と して い る。
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